
古
賀
志
山
と
細
野
山 

古
賀
志
山
は
宇
都
宮
市
古
賀
志
町
に
あ
り
、
東
端
の
古
賀

志
山
頂
、
中
央
部
の
御
嶽
山
、
西
端
の
赤
岩
山
を
結
ぶ
主
稜

線
と
そ
の
南
方
に
広
が
る
裾
野
部
分
を
指
し
て
い
る
。 

細
野
山
は
宇
都
宮
市
福
岡
町
細
野
に
あ
り
、
通
称
中
尾
根
、

北
尾
根
と
称
す
る
一
帯
を
指
し
て
い
る
。 

昭
和
三
十
五
年
以
降
、
宇
都
宮
県
立
自
然
公
園
と
し
て
の

網
が
か
か
る
区
域
は
広
く
、
宇
都
宮
市
新
里
町
、
徳
次
郎
町
、

田
下
町
、
福
岡
町
、
古
賀
志
町
、
大
谷
町
及
び
田
野
町
の
一

部
に
ま
た
が
る
。 

特
に
田
下
町
の
多
氣
山
持
宝
院
社
叢
（
六
ｈ
ａ
）
、
福
岡
町 

の
森
林
公
園
（
三
〇
ｈ
ａ
）
、
古
賀
志
町
の
古
賀
志
山
・
赤
岩 

山
稜
線
部
（
八
五
ｈ
ａ
）
の
三
地
域
は
、「
特
別
地
域
」
に
指 

定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
普
通
地
域
」
と
し
て
、
前
述
の
七 

町
（
一
七
六
二
ｈ
ａ
）
が
そ
の
対
象
地
域
と
な
っ
て
い
る
。 

「
栃
木
県
立
自
然
公
園
条
例
」
に
基
づ
き
、
地
域
内
で
行
う 

行
為
に
つ
い
て
は
許
可
申
請
や
届
出
の
許
認
可
が
必
要
と
な 

っ
て
い
る
。 

 

古
賀
志
山
は
古
賀
志
町

に
あ
る
。 

「
山
脈
の
重
な
る
も
の

は
古
賀
志
山
脈
に
し
て

西
北
即
上
都
賀
郡
落
合

村
よ
り
来
り 

東
に
向

ひ
て
馳
走
し
福
岡
細
野

の

奥

に

至

り

て

盡

く 

其
最
高
峰
は
海
抜
五
三

八
米
突
に
及
び
本
村
第

一
の
高
峰
な
り
…
」 

『
城
山
村
郷
土
誌
』
の
第

二
節
「
地
勢
」
の
引
用
で

あ
る
。
城
山
村
が
宇
都
宮

市
に
代
わ
っ
て
も
、
地
勢

そ
の
も
の
に
は
変
わ
り

は
な
い
。 



 

今
日
、
古
賀
志
山
へ
の
入
山
口
で
賑
わ
う
宇
都
宮
森
林
公

園
一
帯
は
、
宇
都
宮
市
福
岡
町
に
あ
り
、
小
字
名
は
細
野
で

あ
る
。
最
初
に
で
き
た
「
細
野
ダ
ム
」
も
こ
の
小
字
名
に
由

来
す
る
。 

通
称
中
尾
根
、
北
尾
根
と
呼
ば
れ
る
一
帯
は
純
然
た
る
福

岡
町
の
細
野
山
に
属
し
、
古
賀
志
山
と
は
一
線
を
画
し
て
い

る
。
元
々
、
福
岡
村
と
古
賀
志
村
と
は
、
別
々
の
歴
史
を
歩

ん
で
き
た
。
駒
生
村
、
荒
針
村
、
飯
田
村
、
田
下
村
、
田
野

村
、
福
岡
村
、
古
賀
志
村
の
七
か
村
が
合
わ
さ
り
城
山
村
に

な
っ
た
の
が
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
の
こ
と
で
あ

っ
た
。 

古
賀
志
山
も
細
野
山
も
大
部
分
は
民
有
林
で
占
め
ら
れ
、
国 

有
林
、
市
有
林
が
複
雑
に
入
り
組
ん
で
い
る
。
民
有
林
で
あ 

る
が
故
に
地
主
が
知
ら
ぬ
間
に
登
山
道
が
無
数
に
作
ら
れ
、 

対
立
を
生
ん
で
き
た
経
緯
が
あ
る
。 

細
野
山
は
福
岡
町
細
野

に
あ
る
。
『
城
山
村
郷
土

誌
』
は
、 

「
…
多
氣
山
あ
り
海
抜

三
七
六
・
九
米
突 

東
北

は
国
本
村
大
字
新
里
の

山
脈
に
連
り 

西
は
福

岡
細
野
山
に
連
な
り
渓

谷
相
起
伏
し
古
賀
志
山

脈
と
連
る
…
」
と
し
て
、 

古
賀
志
山
と
は
一
線
を

画
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

東
稜
か
ら
Ｐ
五
五
九
を

結
ぶ
稜
線
の
東
側
と
通

称
北
尾
根
と
の
内
側
は
、

福
岡
町
で
あ
り
、
細
野
山

と
称
さ
れ
て
い
た
。 


